
平成 28 年試験（2016 年 8 月実施） 論文式 的中実績 

会計学(午後・財務会計論) 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

本試験 
第 3 問 
問題 2  
問 1 Ａ社の当期（Ｘ1 年 4 月 1 日〜Ｘ2 年 3 月 31 日）に関する次の〔資料Ⅰ〕および〔資料Ⅱ〕に基づ

き，〔資料Ⅲ〕に示した当期の株主資本等変動計算書の①〜⑪に当てはまる金額を答えなさい。 
なお，税効果を考慮する必要がある場合には，実効税率を 30 ％とし，税効果会計を適用すること。 
また，金額がマイナスの場合には，その金額の前に－（マイナス）の符号を付すこと。 

 
〔資料Ⅰ〕 Ａ社の貸借対照表の純資産の部 

～ 略 ～ 
〔資料Ⅱ〕 純資産に関する当期中の取引等 

～ 略 ～ 
〔資料Ⅲ〕 株主資本等変動計算書 

 

株主資本

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

資本準備 
金 

その他資

本剰余金

資本剰余金

合計 
利益準備

金 

その他利益剰余金 
利益剰余

金合計
圧縮積立

金 
繰越利益 
剰余金 

当期首残高         
当期変動額         
 新株の発行(新株

予約権の行使) ①        

 新株の発行と自己

株式の処分(吸収

合併によるもの) 
②        

剰余金の配当       ⑤  
圧縮積立金の積立 
て         

圧縮積立金の取崩 
し       ⑥  

当期純利益         
自己株式の取得         
自己株式の処分    ③     
その他有価証券の 
売却による増減         

純資産の部に直接 
計上されたその他 
有価証券評価差額 
金の増減 

        

ヘッジ会計の終了 
による増減         

当期変動額合計       ⑦  
当期末残高      ④   

 
 
 

ここではスペースの

関係で右側を省略 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

論文グレードアップ答練 第１０回 
第五問 
問2 
～ 略 ～ 
〔資料Ⅰ〕 株主資本等変動計算書に関する事項 

(1)  株主資本等変動計算書        (単位:千円) 

 

株主資本 

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

資本 
準備金 

その他 
資本剰余金

利益 
準備金 

その他利益剰余金 

別途 
積立金 

繰越 
利益剰余

金 
当期首残高 600,000 124,000 6,700 23,400 42,000 84,000
当期変動額     

剰余金の配当等     
 (              )     
 当 期 純 利 益    21,000 
 自己株式の取得     

新株予約権の権利行

使     

 株主資本以外の項目

の当期変動額(純額)     

当期変動額合計     
当期末残高    Ａ  

 
上段より続く 

 

株主資本 評価・ 
換算差額等

新株 
予約権

純資産 
合計 

自己株式 
その他 
有価証券

評価差額金

当期首残高 △7,200 300 2,000 875,200
当期変動額  

 剰余金の配当等  
 (              )   
 当 期 純 利 益   
 自己株式の取得   
 新株予約権の権利行使   

 株主資本以外の項目

の当期変動額 (純額 )   Ｂ 

当期変動額合計   
当期末残高           


